
2026 年１月 29日 
 

組合員 WEB アンケート「あなたの声をパルシステム東京へ！2025」まとめ 
 

パルシステム東京 機関運営室 

１. 目的 

 広く組合員の声を集め、政策や事業の方針づくりの参考とする。 
 

２. 実施概要 

（１）実施期間：2025 年 10 月 20 日（月）～11月 23 日（日）の５週間 

        ※実施期間にホームページ、メールマガジン、パルシステムアプリなどで広報 

（２）集約対象：全組合員 

（３）集約方法：ＷＥＢアンケート 
 

３. 参加組合員属性 

（１）参加総数、お住まい            （２）アンケート参加 
 

 

 

 

（３）年代構成                  （４）利用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）アンケートを知ったきっかけ        （６）総代※１・委員の経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数：7,945 件 

区部：約 60％  市部：約 40％ 

今回初めて意見を寄せた方       ：約 60％ 

去年もしくはそれ以前にも意見を寄せた方：約 40％ 

＜参加組合員の属性について＞ 
・回答者の構成は50代以上が全体の７割以上でした。どの世代も東京23区内の利用者の割合が多く、全

世代で９割以上が個人宅配を利用しています。初めての参加者が約６割で、29歳以下では９割近くの

方が初めての参加でした。総代・委員も経験したことがない方は９割以上となっており、若い世代ほ

ど割合が高くなっています。 

・広報では、LINEメッセージを導入し、60代以上の層からの認知度が向上する成果を得られています。 

※１ 総代・・・パルシステム東京の 53 万人の組合員から 510 人を、９つの地域区ごとに選出しています。事業や組織の活動の進捗を 

チェックし、生協の最高意思決定機関である「総代会」でパルシステム東京の事業や組織の活動の方針を議決します。 

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

70歳以上 14.5 15.7 17.9 19.1 22.2

60代 21 21.1 22.7 23.7 26.0

50代 28 28 26.1 26.5 25.5

40代 22.2 21.6 20.3 17.5 15.9

30代 12.6 11.9 11.3 11.3 9.2

29歳以下 1.5 1.5 1.4 1.7 1.2

70歳以上

60代

50代

40代

30代

29歳以下

1.0%

0.9%

3.6%

94.4%

指定便

ふれんどパル

グループパル

（共同購入）

個人宅配

3.2%

0.6%

7.6%

3.9%

19.6%

68.1%

1.3%

0.2%

6.9%

10.4%

17.1%

3.3%

8.2%

57.3%

あてはまるものはない

知人に聞いた

指定便案内メール

LINEメッセージ

注文サイト・アプリお知らせ欄

パルシステム東京のホームページ

注文完了画面のバナー広告

メールマガジン

2025年

2024年
2.3%

1.0%

0.3%

0.9%

95.3%

過去に、総代か委員を経験したこと

がある

現在、委員のみを担っている

現在、総代のみを担っている

現在、総代と委員を兼任している

総代も委員も経験したことがない
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４．回答結果 ※以下、経年比較グラフ内の数字は最新年度のみ掲載しているものもあります。 
 
【設問１】パルシステムを継続的に利用したくなる魅力的な特典は何ですか。（最大２つまで選択可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【設問２】パルシステムの紹介特典について、お答えください。 

①お友達やお知り合いを紹介いただいた時のプレゼントとして一番魅力的なものは何ですか。 

 ②紹介によって加入したお友達やお知り合いにとって、喜ばれると思うプレゼントは何ですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【設問３】パルシステム東京独自で「くらし応援企画」を年に数回実施していますが、ご存じですか？ 
※「くらし応援企画」は、日頃の感謝を込めた利用還元の一つで、お得に商品を利用できる企画です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【設問４】今後の「くらし応援企画」で期待したいことはなんですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

30.6% 27.4%
22.9%

11.4%
7.5%23.6%

53.5%

6.3% 12.5% 3.8%

商
品
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（
５
週
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1
0

週
間
位
）

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な

い

①紹介特典

②紹介による加入特典

56.1% 45.3%

17.7% 17.4% 16.1%
7.0%

57.2%
45.9%

17.5% 17.1% 14.4%
7.7%

商
品
の
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（
５
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0
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手
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～
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0
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2024年

 

 

・全年代を通じて「商品の値引き」

と「手数料割引」が高い支持を得

ています。年齢が下がるにつれ「ク

ーポン付与」や「手数料割引」を

選択する傾向となりました。また

「あてはまるものはない」を選択

する回答が微増しており、年齢が

上がるほど、他の特典を求める声

が増加しています。 

・①の紹介特典は、60代以下では「商

品値引き」、70歳以上は「おためし

商品セット」を好む傾向となりま

した。 

・②の紹介による加入特典は、全世

代で「おためし商品セット」が最

も多く選択されています。また、

30 代以下では「商品値引き」の特

典も望む割合が多くなっていま

す。 

・「毎回利用している」は若干減少してい

るものの、認知度は前年と比べて向上し

ていることがうかがえます。 

・世代別では、40代以上は利用率が高く６

割前後が利用していますが、若い世代ほ

ど、利用率が低下しています。若年層へ

の情報発信と利用に至っていない層への

アプローチが課題として浮き彫りになっ

ています。 

・前年同様、全世代「商品代金からの値引

き」が最も高く、全体の86.8％を占めて

います。 

・年代別では「ポイント付与」は全体で

8.2％ですが、70歳以上では12.4％、「ク

ーポン付与」も全体で2.5％に対し、29歳

以下では16.8％と高い期待が寄せられて

います。 

23.9%

16.4%

59.4%

20.5%

21.5%

57.8%

知らなかった

知っているが、注文して

いない

毎回利用している

2025年

2024年

2.6%

3.6%

8.4%

85.1%

2.3%

2.5%

8.2%

86.8%

その他

クーポン付与

ポイント付与

〇％Ｏｆｆなどの商品代

金からの値引き

2025年

2024年
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【設問５】今後の持続可能な事業運営に向けて、新たな取り組みを検討しています。 

次の中で、内容に関心が持てたり、賛同できるものをお答えください。（最大３つまで選択可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【設問６】食の安全に関してお聞きします。関心の高いテーマを選んでください。（最大３つまで選択可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【設問７】パルシステムの農産物に求めること、期待することは何ですか？（最大３つまで選択可） 
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）

 

・全体では「地域防災コミュニティ作り」に最も関心が寄せられました。年代別では40代以下では「受取

サービス」に多くの関心を示す一方、50代以上は「地域防災コミュニティ作り」に関心を示す割合が高

くなっています。 

・全世代を通じて「食品添加物」へ最も高い関心が寄せられています。世代別では29歳以下では、日常生

活に身近な問題である「食中毒」に対して23.2％と高い関心が示されています。また、年代が上がるご

とに「農薬・化学肥料」の関心度が増加する傾向となっています。 

・全世代で「品質」「安全性」「鮮度」がトップ３を占めており、農産物に対する期待が共通していま

す。その中でも特に30代では「品質」を８割近く選択しており、全世代で最も高い期待が寄せられまし

た。70歳以上の方は「農薬・化学肥料の削減」への期待が、他の年代より高い傾向となりました。 

82.6%

54.1%
42.3%

31.2%
19.6% 14.1% 13.5%

1.9%

食
品
添
加
物

農
薬
・
化
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他

2025年 2024年 2023年

69.2% 66.2%

50.1%

29.9% 27.6% 24.6%
17.1%

0.7%
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【設問８】パルシステム東京は創設以来、生産者と消費者の交流を大切にし、様々な産地交流企画を実施して 

います。どのような産地交流企画であれば参加してみたいと思いますか？（最大３つまで選択可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【設問９】パルシステム東京では高齢者介護事業（介護保険事業）と子育て事業（保育園）に取り組んでいま

す。パルシステム東京が取り組んでいるこの福祉事業に、期待したいものは何ですか。（最大２つまで選択可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【設問 10】パルシステム東京の情報発信ツールで、登録（フォロー）しているＳＮＳ媒体は何ですか。 

（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【設問 11】パルシステム東京のお知らせ（ＮＥＷＳ）やイベント募集など、情報を得る際の主な媒体は何で 

すか？ 
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 ・全体で「収穫体験」や「近郊産

地への日帰り企画」が好まれる

傾向となりました。 

・50代以上では「援農企画」や

「落ち着いて参加できる企画」

なども人気となっています。 

・30代は「親子企画」が７割以上

で、多くの方が親子での企画参

加を希望しています。 

 ・設問は2014年から続けてい

ますが、傾向に大きな変化

は見られません。 

・年代別では、40代以下は子

育て事業への期待が高く、

50代以上では高齢者介護事

業への期待が集中していま

す。 

・昨年からの比較ですべての

媒体で登録率が向上しまし

た。特に「LINE」は7.5%か

ら21.8%へと大幅に増加し、

最も利用されている媒体と

なりました。世代別では、

29歳以下と30代の登録率が

高く、特に30代のLINE登録

率は34.6%に達しました。

徐々にではありますが、全

媒体とも組合員に浸透して

きています。 

 

6.0%

8.9%

14.0%

21.3%

23.8%

29.5%

46.2%

パルシステム東京公式ＳＮＳ（各種）

どれも該当しない

週刊『WITH ＹＯＵ』（紙媒体）

パルシステム東京ホームページ

注文完了画面のバナー広告（パルシステムアプリ

／ＨＰ）

機関誌『わいわい』（紙媒体）

パルシステムアプリ
・【設問11】は今年新設の設問

です。 

・情報収集で利用されている媒

体として「パルシステムアプ

リ」が最も選択されました。

世代別では、若年層ほどアプ

リの利用率が高く、年齢が上

がるにつれてアプリ利用は減

少し、機関誌『わいわい』な

ど、紙媒体の利用が増加する

傾向が見られます。 
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【設問 12】「困っている方を食で支える募金」について該当するものを選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【設問 13】パルシステム東京では、環境保全や資源循環型社会を目指すさまざまな活動を行っていますが、

興味を引かれる分野は何ですか。（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【設問 14】パルシステム東京の平和や復興支援に関わる取り組みのテーマや手法としてどのような企画に参 

加したいと思いますか。（複数回答可） 
※パルシステム東京では、平和な共生の世界をめざし、さまざまな活動をすすめています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

５．おわりに 

アンケートへのご協力、ありがとうございました。2011 年から実施している「あなたの声をパルシステム

東京へ」は今回で 15 回目となりました。 

アンケート結果は、パルシステム東京の次年度方針の策定や、具体的な施策・企画等の検討の参考として活

用させていただきます。利用者からは商品代金の値引きや添加物・農薬削減への関心が示されており、今後の

取り組みが期待されています。収穫体験や近郊日帰りなどの産地交流企画、３Ｒ・プラスチック削減などの環

境保全活動にも引き続き注目が集まっています。 

2026 年度も WEB アンケートの実施を予定しています。引き続き、多くの声をお寄せください。 

 

以上 

・【設問12】は今年新設の設問です。 

・取り組みから２年ほど経過します

が、約７割が「知らなかった」を選

択しており、周知に課題が残る結果

となりました。70歳以上で募金率が

14.4％と比較的高い傾向が見られま

す。 

・全体で「３Ｒ・プラスチック削減」と「地球温暖化対策・省エネ推進」に高い関心が示されています。

多くの項目で年代が上がるほど関心が高い結果となりました。「原子力災害を風化させない取り組み」

は世代間での差が最も顕著で、30代以下は約13％なのに対し、60代以上は約30％と、世代による意識の

差が明確な結果となりました。 

・全体で「防災学習」への関心が最も高く、５割以上が参加を希望しています。「核兵器廃絶・戦争体験

からの学び」はどの年代も約３割の方が選択しており、世代を問わないニーズがありました。「組合員

参加のスタディツアー」は、40代で他の世代より高く、29歳以下では「東日本大震災の復興支援活動」

の参加を望む声が全世代で最も高い３割以上となっています。 
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生
物
多
様
性
保

全
と
森
林
保
全

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転

換

原
子
力
災
害
を

風
化
さ
せ
な
い

取
り
組
み

石
け
ん
利
用
拡

大
・
有
害
化
学

物
質
問
題

そ
の
他

53.6%

29.5%
23.0%

17.9% 17.7% 17.6%
13.2% 9.7%

防
災
に
関
わ
る
学
び

の
場

核
兵
器
廃
絶
・
戦
跡

巡
り
や
戦
争
体
験
か

ら
の
学
び

東
日
本
大
震
災
に
関

わ
る
復
興
支
援
活
動

憲
法
学
習
会
（
人

権
・
差
別
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
）

国
際
協
力
活
動

組
合
員
参
加
の
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー

そ
の
他

甲
状
腺
検
診
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